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଱ީੑݧࢼΛ
までݶۃ



ෳ߹αΠΫϧ෗৯ݧࢼ（CCT）ػ

Ԙਫ෾ໄ෗৯ػݧࢼ

CCTは、従来の暴露試験と、温度/湿度の可変を含む制御されたさまざまな試験環境下での塩水噴霧を組
み合わせて、お客様の要件に従い耐用年数条件について等を考慮したシミュレーション環境を生成します。
このため、CCTは特に製品の耐用年数を予測するのに最適です。

アスコット社は、25年以上にわたって革新的で高品質な腐食試験機をデザイン、製造、提供して
います。この間、当社の試験機は世界中多くの有名なお客様に提供され、これにより当社は信頼
のブランドとして国際的に高い評価を受けています。

塩水噴霧試験は、従来から（通常は国際的な試験標準に準拠する形で）実際の製品性能と予想を比較する
ための優れた腐食試験であると考えられています。このため、品質監査では非常に一般的な試験になって
います。
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ੈքΛϦʔυ͢Δ
σβΠϯ

AUNPTGÅS ෗৯ػݧࢼ
アスコット社のCCT試験機に対して、Atmosfärには、フォードやボルボなどの特殊な試験要件への適合を実
現する追加機能が装備されています。中でも注目すべきは、この試験機には、ハイレベルな「振動（swaying）」
噴霧バーによる塩水噴霧アプリケーション、垂直方向の高速空気乾燥、冷蔵除湿が含まれていることです。

Ξείοτࣾ8FCαΠτɹXXX�BTDPUU-BOBMZUiDBM�DPN৘ใΦϯϥΠϯ

ΩϟϊϐʔΧϥʔ͸ࣗ༝ʹબ୒Մೳ
アスコット社のすべての試験機のキャノピーカラーは追加費用なしで選択できます。以下は、標準のカラー
の範囲を示します。実際の色と異なる場合があります。              

      #4 �2�2
 RA- �00� RA- �03�  RA- 602� RA- 400� RA- 200� RA- 3003 RA- 4002 16-&-�6 RA- 102�
 ϒϧʔ άϨʔ  ϥΠτάϦʔϯ Ϟʔϒ ΦϨϯδ Ϩου Ϩου/όΠΦϨοτ λʔίΠζ ΠΤϩʔ



ΞείοτࣾのԘਫ෾ໄ෗৯ػݧࢼ͸2ͭのϞσϧ͕ఏڙ

͞Ε͍ͯま͢ɻͦ ΕΒ͸ɺελϯμʔυͱϓϨϛΞϜで͢ɻ

ελϯμʔυϞσϧ͸ɺA4T. #11�ɺ*40 �22�ɺ+*4 ;23�1

なͲのϢʔβʔ͕ௐ੔Մೳな୯Ұの温度で࣮͞ࢪΕΔ࿈

ଓԘਫ෾ໄ͚޲ݧࢼʹσβΠϯ͞Ε͍ͯま͢ɻ͜ のϞσϧ

͸ɺpHதੑԘਫ෾ໄ（44/）ݧࢼɺਣࢎԘਫ෾ໄݧࢼ（A44）ɺ

まͨ͸Ωϟε（CA44）ݧࢼで࢖༻͞Εま͢ɻ

ϓϨϛΞϜϞσϧ͸ɺελϯμʔυϞσϧͱಉ͡جຊతな

Ԙਫ෾ໄݧࢼΛ࣮ࢪで͖ま͕͢ɺ͜ ΕʹՃ͑ͯ௥Ճのੑೳ

Λඋ͓͑ͯΓɺA4T. (��なͲのݧࢼΛ࣮͢ࢪΔ͜ͱ͕Մ

ೳで͢ɻ

ैདྷܕのԘਫ෾ໄݧࢼで͸ɺ௨ৗɺଞのڥ؀ݧࢼͱ૊Έ߹

Θͤͯ2αΠΫϧでݧࢼΛ͍ߦま͢ɻͨ ͱ͑͹ɺԘਫ෾ໄࢼ

Αͼ͓ݧࢼɺまͨ͸Ԙਫ෾ໄ（48AAT）ݧࢼΑͼ湿潤͓ݧ

なͲで͢ɻ（/PR0H&4*0）ݧࢼ૩ס
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塩水噴霧腐食試験機

プレミアム 120ℓ
塩水噴霧試験機

スタンダード 1,000ℓ
塩水噴霧試験機

上部サンプル
ラック

下部サンプル
ラック

大柄な男性

小柄な女性

取り出し口
高さ
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プレミアム 2,000ℓ  
塩水噴霧試験機

温度範囲
Ԙਫ෾ໄྔ
湿潤Ϟʔυ（ϓϨϛΞϜػݧࢼのΈ） 
 （のΈػݧࢼϓϨϛΞϜ）૩Ϟʔυס

प囲温度ʙ ��0°C/�122°'の範囲でௐ੔Մೳ
�0DN2 ౰ͨΓ 0��ʙ2�� NὙ/࣌の範囲でௐ੔Մೳ
प囲温度ʙ ��0°C/�122°'の範囲でௐ੔Մೳ
प囲温度ʙ��0°C/�122°'の範囲でௐ੔Մೳ

塩水噴霧腐食試験機

ੑɹೳ

ಛɹ௕
スタンダード モデル
w ʮ։͚΍͍͢ʯΤΞʔγϦϯμʔࣜΩϟϊϐʔ 
w λονεΫϦʔϯܕനࠇදࣔのΦϖϨʔλʔίϯτϩʔϧΠϯλʔ 

ϑΣΠε
w υϥΠγʔϧΨεέοτʹΑΔɺΦϖϨʔλʔのҥ෰ೞΕなͲΛ๷ࢭ
w ग़しೖΕし΍͍͢௿͍औΓग़しޱ
w ๛෋なΩϟϊϐʔΧϥʔ
w ΠϯςϦΞϏϡʔ΢Οϯυ΢
w ΩϟϊϐʔΛ։͚Δલʹػݧࢼ಺Λࣗಈύʔδ
w ԘਫλϯΫ
w αϯϓϧϥοΫのηοτ

プレミアム モデル
ϓϨϛΞϜϞσϧ͸ελϯμʔυͱಉ͡ػೳʹՃ͑ɺҎԼのػೳ
Λ૷උし͍ͯま͢ɻ

w λονεΫϦʔϯܕϑϧΧϥʔදࣔのϢʔβʔίϯτϩʔϧ
ΠϯλʔϑΣΠεɻ௚ײతなΞΠίϯΛ࢖༻し͍ͯΔͨΊɺϓ
ϩάϥϛϯά΍࢖༻͕༰қで͢ɻ 

w R+4�௨৴ϙʔτでϩʔΧϧΤϦΞωοτϫʔΫ（-A/）ʹ ઀ଓ
しɺΦϓγϣϯのATDPUUιϑτ΢ΣΞ（ACC120）Λ࣮͢ߦΔ
ίϯϐϡʔλΛܦ༝しͯϩάऔಘ΍ԕִϓϩάϥϛϯάΛ࣮
で͖ま͢ɻߦ

w ϢʔβʔઃఆՄೳなϦΞϧλΠϜʮΫϩοΫʯػೳʹΑΓɺςε
ταϯϓϧຖʹ෾ໄؒ࣌Λݸผʹࢹ؂で͖ɺ͋ Β͔͡Ίηοτ
しͨܦ͕ؒ࣌ݧࢼա͢ΔͱΞϥʔϜで͢ࠂܯΔΑ͏ʹઃఆで
͖ま͢ɻ

w ػݧࢼのఈʹ͋ΔՃ湿ثʹΑΓɺඞཁʹԠͯ͡ߴɺ ͍湿潤৚݅
Λ࡞Γग़͢͜ͱ͕で͖ま͢ɻ



複合サイクル腐食試験（CCT）機
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ΞείοτࣾのCCTػ͸ɺՄೳなݶΓଟ͘のҟなΔCCT࢓

༷ʹద߹で͖ΔΑ͏ʹ͍ߴॊೈੑΛඋ͑ͨઃܭʹな͍ͬͯ

ま͢ɻඪ४ͱしͯɺ4ͭのಠཱしͨҟなͬͨڥ؀ݧࢼΛ࡞Γ

ग़͢͜ͱ͕で͖ま͢ɻ

1� Ԙਫ෾ໄ

2� 湿潤

૩סؾۭ �3

4� 湿度制御

͜ΕΒのڥ؀ݧࢼΛൃੜͤ͞Δॱং΍ɺࣗ ಈతʹ܁Γฦし

ΔύλʔϯΛɺϓϩάϥϜでઃఆで͖ま͢ɻ๛෋な͢ߦ࣮

ΦϓγϣϯΞΫηαϦのத͔Β͓બͼ͍ͨͩ͘͜ͱでɺඞཁ

ʹԠͯ͜͡の΄͔のڥ؀ݧࢼ΍৚݅Λ࡞Γग़しɺ௥Ճ͢Δ

͜ͱ͕で͖ま͢ɻ

1,000ℓ CCT機 CCT機の
制御パネル

ACC112

ACC90

ACC29

ελϯμʔυCCTػ

ACC2� -20°Cまで
（湿度制御なし）

ACC2� -40°Cまで
（湿度制御なし）

湿度 %RH

温
度

 °C

湿
潤

の
範

囲

グラフは、CCT試験機の標準的な温度/湿度
制御範囲と、オプションアクセサリの追加に
よって可能になるその拡張の範囲を示して
います。



ੑɹೳ
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2,000ℓ  CCT機

ಛɹ௕

複合サイクル腐食試験（CCT）機

Ξείοτෳ߹αΠΫϧ෗৯ػݧࢼのಛ௕（શػछڞ௨）

w  ʮ։͚΍͍͢ʯΤΞʔγϦϯμʔࣜΩϟϊϐʔ
w  υϥΠγʔϧΨεέοτʹΑΔɺΦϖϨʔλʔのҥ෰ೞΕなͲΛ

๷ࢭ
w ग़しೖΕし΍͍͢௿͍औΓग़しޱ
w ΩϟϊϐʔΧϥʔのબ୒
w ΠϯςϦΞϏϡʔ΢Οϯυ΢（ྫྷଂΦϓγϣϯ͕ఏ͞ڙΕ͍ͯな͍

৔߹ʹݶΔ）
w ΩϟϊϐʔΛ։͚Δલʹػݧࢼ಺Λࣗಈύʔδ
w αϯϓϧϥοΫのηοτͱݸผのԘਫλϯΫ
w λονεΫϦʔϯܕϑϧΧϥʔදࣔのϢʔβʔίϯτϩʔϧΠϯ

λʔϑΣΠεɻ௚ײతなΞΠίϯΛ࢖༻し͍ͯΔͨΊɺϓϩάϥ
ϛϯά΍࢖༻͕༰қで͢ɻ

w R+4�௨৴ϙʔτでϩʔΧϧΤϦΞωοτϫʔΫ（-A/）ʹ ઀ଓしɺ
ΦϓγϣϯのATDPUUιϑτ΢ΣΞ（ACC120）Λ࣮͢ߦΔίϯϐϡʔ
λΛܦ༝しͯϩάऔಘ΍ԕִϓϩάϥϛϯάΛ࣮ߦで͖ま͢ɻ

w ϢʔβʔઃఆՄೳなϦΞϧλΠϜʮΫϩοΫʯػೳʹΑΓɺςετ
αϯϓϧຖʹ෾ໄؒ࣌Λݸผʹࢹ؂で͖ɺ͋ Β͔͡Ίηοτしͨ
ΔΑ͏ʹઃఆで͖ま͢ɻ͢ࠂܯա͢ΔͱΞϥʔϜでܦ͕ؒ࣌ݧࢼ

w େ༰ྔϝϞϦʹΑΓɺෳࡶなϚϧνεςοϓݧࢼϓϩάϥϜのઃ
ఆ͓Αͼ֨ೲ͕Մೳで͢ɻまͨɺ޿範囲ʹٴͿݧࢼϓϩϑΝΠϧ
Λ࣮͢ࢪΔ͜ͱ͕で͖ま͢ɻ

湿潤Ϟʔυ 

Ԙਫ෾ໄϞʔυ

 ૩Ϟʔυס

湿度制御Ϟʔυ

温度範囲  
湿度範囲

温度範囲 
Ԙਫ෾ໄྔ

温度範囲 
湿度範囲

温度/湿度範囲

प囲温度ʙ��0°C/�1��°'の範囲でௐ੔Մೳ 
��%ʙ100% RHʹݻఆ

प囲温度ʙ��0°C/�122°'の範囲でௐ੔Մೳ 
�0DN2  ౰ͨΓ0��ʙ2��NὙ/࣌の範囲でௐ੔Մೳ�

प囲温度ʙ��0°C/�1��°'の範囲でௐ੔Մೳ 
制御なし

6ϖʔδのάϥϑΛࢀর
* オプションACC01により噴霧量を80cm2  /1時間当たり 5.5mlまで増加できます。



エアーシステムコレクションチューブ
は簡単に取り外しができます。

空気拡散と振動噴霧バーユニットスプ
レーは簡単に取り外せます。1 2 3 Atmosfär試験機は現在、他のタイプの

腐食試験にも対応しています。
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Atmosfär 試験機

柔軟性が増したことにより、Atmosfär試験機は、広範囲に及ぶ国際的な試験標準に準拠し、従来の塩水噴霧試験および
複合サイクル腐食試験（CCT）を実行することもできます。

͜のछのݧࢼ಺༰�

ɾ 'PSE C&TP 00�00---46�
ɾ 7PMWP 7C4 102�
14� 	ACT-1

ɾ 7PMWP 7C4 102�
144� 	ACT-2

ɾ 7PMWP 4T% 423-0014
ɾ 7PMWP 4T% 102�
13��
ɾ *40 16�01
ɾ 4DBOiB 4T% 431�

AUNPTGÅSػݧࢼ͸ɺ׬શࣗಈݧࢼઐ༻ʹσβΠϯ͞Ε͓ͯΓɺࣗ ಈंۀ࢈のҰ෦でҰ

ൠతʹな͖͍ͬͯͯΔཁ݅のݫし͍։ൃ༻్での෗৯ݧࢼʹରԠしま͢ɻ͜ ΕΒのݧࢼ

͸ݩདྷෳ߹αΠΫϧで͋Γɺ制御͞Εͨ๫࿐ɺまͨϋΠϨϕϧなৼಈ（TXBZiOH）෾ໄόʔ

͔Βݧࢼதのαϯϓϧʹ௚઀அଓతな෾ໄΛ͍ߦな͕Β͞ま͟まな温度͓Αͼ湿度の

৚݅Լで๫࿐Λ͍ߦま͢ɻ
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湿度 %RH

温
度

 °C

湿
潤

の
範

囲

湿潤の範囲

AT1300ip/1 -20°Cまで
AT2600iP/1 -20°Cまで

（湿度制御なし）

AT1300ip/2 -40°Cまで
AT2600iP/2 -40°Cまで

（湿度制御なし）

ಈ࡞範囲άϥϑ

 ଎ਨ௚ΤΞϑϩʔߴ
セパレート型エアーコンディショニングユニットからの高速エアー
が、試験サンプル全体を上から下に均一に通過します。

ௐ੔ՄೳなαϯϓϧϥοΫ
可変試験パネルについては最大6mm/0.25”
の厚みまで対応可能です。角度は垂直角から
垂直から20°まで調整可能です（試験パネルの
厚みによって異なります）。このデザインは湿度
滞留を最小限に抑えます。

ηύϨʔτܕΤΞʔίϯσΟγϣχϯά
Ϣχοτ
エアーコンディショニングユニットにより、プログラムでの温度/
湿度制御範囲（-20°C/-4-4°F、または-40°C/-40-40°F。モデルに
より異なる）を拡張します。

ৼಈ෾ໄόʔ 
試験機の上部に取り付けられた噴霧ノズルが前後に振動し、扇
形の噴霧のパターンを作り出します。これにより、試験サンプル
にはまんべんなく塩水が行き届きます。

.A(-%R*7&ä - ಈۦ෾ໄόʔ߹݁ؾ࣓
γεςϜ 
従来の塩水噴霧試験が必要な場合、試験機から噴霧バーの取り
外しが迅速にできます。試験機の壁を通過するドライブシャフト
が存在しないため、塩水漏れのリスクはなく、噴霧ノズルが遮断
された場合には閉鎖されるため安全です。

ੑɹೳ

ಛɹ௕

Atmosfär 試験機

湿潤Ϟʔυ

ৼಈԘਫ෾ໄϞʔυ

ैདྷのԘਫ෾ໄϞʔυ

૩Ϟʔυס

Ϟʔυڥ؀ݧࢼ

温度範囲
湿度範囲

温度範囲
Ԙਫ෾ໄྔ

温度範囲
Ԙਫ෾ໄྔ

温度範囲
湿度範囲

温度/湿度範囲

प囲温度ʙ ��0°C/�1��°'の範囲でௐ੔Մೳ
��%ʙ100% RHʹݻఆ

प囲温度ʙ ��0°C/�122°'の範囲でௐ੔Մೳ
౰ͨΓ�ʙ10Ὑ/N2 の範囲でௐ੔Մೳؒ࣌1

प囲温度ʙ ��0°C/�122°'の範囲でௐ੔Մೳ
౰ͨΓ0��ʙ2��NM/�0ؒ࣌1 DN2 の範囲でௐ੔Մೳ

प囲温度ʙ ��0°C/�1��°'の範囲でௐ੔Մೳ
制御なし

ྡのάϥϑΛࢀর
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W

H

D

ελϯμʔυ Ԙਫ෾ໄػݧࢼɹɹ 4120i4 44�0i4 41000i4 41300i4 42000i4 42600i4
 
ϓϨϛΞϜ   Ԙਫ෾ໄػݧࢼɹɹɹ 4120iP 44�0iP 41000iP 41300iP 42000iP 42600iP
 
ෳ߹αΠΫϧ෗৯ݧࢼ（CCT）ػɹɹɹɹ- CC4�0iP CC1000iP CC1300iP CC2000iP CC2600iP

試験機容積   　　　 120 Ltrs./4.2 cu.ft 450 Ltrs./15.8 cu.ft 1000 Ltrs/35.3 cu.ft 1300 Ltrs/45.9 cu.ft  2000 Ltrs/70.6 cu.ft 2600 Ltrs/91.8 cu.ft

試験機重量    　　　 76 kg 190 kg 255 kg 285 kg 330 kg 355 kg
(オプションアクセサリなしの場合の推定重量) 

据付形式            卓上型  床置き型 床置き型 床置き型 床置き型 床置き型

ロードしきい値   280mm/11” 800mm/31.5" 800mm/31.5" 800mm/31.5" 800mm/31.5" 800mm/31.5"

試験機外寸法　　　　　　　　　（最大） W 1315mm/51.8" 1660mm/65.4" 2025mm/80.0" 2025mm/80.0" 2885mm/113.6" 2885mm/113.6"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D 680mm/26.8" 840mm/33.1" 1145mm/45.0" 1156mm/45.5" 1145mm/45.0" 1156mm/45.5"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H 800mm/31.5" 1510mm/59.5" 1720mm/67.5" 1906mm/75.0" 1720mm/67.5" 1906mm/75.0"

試験機内寸法　　　　　　　　　（最大） W 715mm/28.2" 1010mm/39.5" 1300mm/51.2" 1300mm/51.2" 2160mm/85.0" 2160mm/85.0"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D 490mm/19.3" 640mm/25.0" 980mm/38.5" 980mm/38.5" 980mm/38.5" 980mm/38.5"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H 490mm/19.3" 1140mm/45.0" 1320mm/52.0" 1528mm/60.2" 1320mm/52.0" 1528mm/60.2"

塩水タンク外寸法　　　  W integral 460mm/18.1" 560mm/22.0" 560mm/22.0" 560mm/22.0" 560mm/22.0"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D integral 620mm/24.5" 620mm/24.5" 620mm/24.5" 620mm/24.5" 620mm/24.5"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H integral 675mm/26.6" 675mm/26.6" 675mm/26.6" 675mm/26.6" 675mm/26.6"

塩水タンク容量   40 Ltrs/10.5 US gal 80 Ltrs/21 US gal 115 Ltrs/30.4 US gal 115 Ltrs/30.4 US gal 115 Ltrs/30.4 US gal 115 Ltrs/30.4 US gal
(上部据付位置に合わせるための取り外し式スロット付きサンプルラック)

ラック（各46傾斜スロット）   4 ラック 6 ラック 8 ラック 8 ラック 16 ラック 16 ラック
　　　　　　   　　　  （各23傾斜スロット） （各28傾斜スロット） （各46傾斜スロット） （各46傾斜スロット） （各46傾斜スロット） （各46傾斜スロット）  
                   　　　　　　 各3mm (1/8") 幅スロット、垂直から15度

試験機材質 　　　　　　　　　　　　　　FRP、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル部品

カラー    9つの標準色から選択

電源
 スタンダード 塩水噴霧モデル 　　　 単相　　 単相 単相 単相 単相 単相
 プレミアム　 塩水噴霧モデル　　 　　単相　　 単相 単相 単相  3 相  3 相
 CCTモデル  　　　　-  3 相  3 相  3 相  3 相  3 相
   電圧（VAC）および周波数（Hz）は設置国/地域により異なります。

水    空気飽和器、湿度生成器および塩水タンクのすべては、連続して給水できる0.5～5.0バール（7.3–73psi）脱イオン水/蒸留水の給水源に個別に接続する 
必要があります。

エアー   清浄で乾燥したオイルフリーの圧縮エアー。1分当たり流量4.0～6.0バール（58～87psi）、240ℓ（8.5cu.ft）。

排気   屋外排気用排気管3m（10ft）が付属

排水   床面高さの排水設備への排水用ドレンパイプ3m（10ft）が付属

動作環境条件         　　 +18～+23°C（+64～73°F）の周囲温度、最大相対湿度85%（非結露）を保つ屋内環境

試験機の仕様

Ԙਫ෾ໄ/ෳ߹αΠΫϧ෗৯ݧࢼ（CCT）ػ
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試験機の仕様
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AUNPTGÅS ػݧࢼɹɹɹɹɹɹɹ  AT1300iP/1 AT1300iP/2 AT2600iP/1 AT2600iP/2

最小制御温度   　　　　　　-20°C/-4°F -40°C/-40°F -20°C/-4°F -40°C/-40°F
 
試験機容積　    1300 Ltrs/45.9 cu.ft 1300 Ltrs/45.9 cu.ft 2600 Ltrs/91.8 cu.ft 2600 Ltrs/91.8 cu.ft

試験機重量　     340 kg  340 kg 440 kg 440kg
(オプションアクセサリなしの場合の推定重量)  

据付形式　　    床置き型 床置き型 床置き型 床置き型

取り出し口高さ    800mm/31.5" 800mm/31.5" 800mm/31.5" 800mm/31.5"

試験機外寸法　　　　　　　　　（最大） W  2025mm/80.0" 2025mm/80.0" 2885mm/113.6" 2885mm/113.6"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D  1316mm/51.8" 1316mm/51.8" 1316mm/51.8" 1316mm/51.8"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H  1965mm/77.4" 1965mm/77.4" 1965mm/77.4" 1965mm/77.4"

試験機内寸法　　　　　　　　　（最大） W  1300mm/51.2" 1300mm/51.2" 2160mm/85.0" 2160mm/85.0"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D  980mm/38.5" 980mm/38.5" 980mm/38.5" 980mm/38.5"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H  1500mm/59.0" 1500mm/59.0" 1500mm/59.0" 1500mm/59.0"

冷蔵ユニット  W  1510mm/59.4" 1510mm/59.4" 1510mm/59.4" 1510mm/59.4"
  　　　　　　　　　 D  1550mm/60.0" 1550mm/60.0" 1550mm/60.0" 1550mm/60.0"
  　　　　　　　　　 H  1055mm/41.5" 1055mm/41.5" 1055mm/41.5" 1055mm/41.5"

塩水タンク　　　　　　 W  560mm/22.0" 560mm/22.0" 560mm/22.0" 560mm/22.0"
115 Ltrs/30.4 US gal 　　　　　　　　　  D  620mm/24.5" 620mm/24.5" 620mm/24.5" 620mm/24.5"
塩水を従来の塩水噴霧アトマイザーに  H  675mm/26.6" 675mm/26.6" 675mm/26.6" 675mm/26.6"
提供するセパレートユニット（1つ付属）

塩水タンク　　　　　　 W  840mm/34.0" 840mm/34.0" 840mm/34.0" 840mm/34.0"
160 Ltrs/42.2 US gal 　　　　　　　　　  D  500mm/19.7" 500mm/19.7" 500mm/19.7" 500mm/19.7"
塩水を噴霧バーに提供するセパレートユニット  H  790mm/31.1" 790mm/31.1" 790mm/31.1" 790mm/31.1"

（1つ付属）

下部据付位置に合わせるための    1セット8ラック 1セット8ラック 1セット16ラック 1セット16ラック
取り外し式スロット付きサンプルラック  　　 （各24スロット） （各24スロット） （各24スロット） （各24スロット）
    各可変幅スロット（最大6mm/0.25"）/可変角度（垂直から最大20"）/取っ手

試験機材質  　　　　　　　　　　　　  FRP、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル部品

カラー     9つの標準色から選択

電源　　　　   3相の電源が2つ必要（1つは試験機用、もう1つはセパレートエアーコンディショニングユニット用） 
電圧（VAC） および周波数（Hz）は設置国/地域により異なります（注文時に確認）

水    空気飽和器、湿度生成器および塩水タンクのすべては、連続して給水できる0.5～5.0バール（7.3–73psi）の 
脱イオン水/蒸留水の給水源に個別に接続する必要があります。

エアー    清浄で乾燥したオイルフリーの圧縮空気。1分当たり流量4.0～6.0バール（58～87psi）、240ℓ（8.5cu.ft）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2つのセパレートエアーが必要（1つは試験機用、もう1つはセパレート塩水タンク用）

排気    屋外排気用排気管3m（10ft）が付属

排水    床面高さの排水設備への排水用ドレンパイプ3m（10ft）が付属

動作環境条件  　　　 +18～+23°C（+64～73°F）の周囲温度、最大相対湿度85%（非結露）を保つ屋内環境

H

DW
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Atmosfär試験機の後側または左側に配置される 
セパレートユニット（1つ付属）



試験機のオプションアクセサリ
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Renault D17 2028試験用（ECC-1）

周囲温度の制御
0°C/32°Fに制御
-20°C/-4°Fに制御
-
40°C/-40°Fに制御

ACC01/以下を参照
 F
ACC01/1
ACC01/2
ACC01/3

ACC01/4

ECC-1に適合させるために試験機への装備が必要となるアイテムをす
べて含んだキット
オプションACC80/2およびACC90/2を含む
オプションACC112/2およびACC112/INT/2を含む
オプションACC29/3（-20°C/-4°Fオプション）およびACC29/INT/2
を含む
オプションACC29/4（-40°C/-40°Fオプション）およびACC29/INT/2
を含む

Renaultによって承認される1000Ltr試験機
でのみ使用できます。
オプションACC46と組み合わせて使用でき
ません。
このオプションは、設置の際に示される熱を
放散します。

ACC90用インターフェイス ACC80/以下を参照
 F
ACC80/1
ACC80/2
ACC80/3
ACC80/4
ACC80/5

試験機とACC90除湿ユニットの接続に必要になるインターフェイスを
装備（別売）
450 Ltr試験機用
1000 Ltr試験機用
1300 Ltr試験機用
2000 Ltr試験機用
2600 Ltr試験機用

周囲温度以下でのみ湿度制御の範囲
を拡張

ACC90/以下を参照
 A
ACC90/1
ACC90/2
ACC90/3

周囲温度、または周囲温度以下の条件下でのみ湿度制御を可能にする
除湿エアーを提供します（6ページのグラフを参照）
450 Ltr試験機用
1000/1300 Ltr試験機用
2000/2600 Ltr試験機用

試験機はあらかじめオプションACC80を装
備している必要があります。

ACC112用インターフェイス ACC112/INT/以下を参照
 F
ACC112/INT/1
ACC112/INT/2
ACC112/INT/3
ACC112/INT/4
ACC112/INT/5

試験機とACC112 midi除湿ユニットの接続に必要になるインターフェ
イスを装備（別売）
450 Ltr試験機用
1000 Ltr試験機用
1300 Ltr試験機用
2000 Ltr試験機用
2600 Ltr試験機用

周囲温度以下で湿度/温度制御の範囲
を拡張

ACC112/以下を参照
 A

ACC112/1
ACC112/2
ACC112/3

自立型の中サイズのエアーコンディショニングユニットであり、配置され
るルームの周囲温度以下になった場合に試験環境の制御が可能になり
ます（6ページのグラフを参照）
450 Ltr試験機用
1000/1300 Ltr試験機用
2000/2600 Ltr試験機用

このオプションは、設置の際に示される熱を
放散します。

ACC29用インターフェイス ACC29/INT/以下を参照
 F
ACC29/INT/1
ACC29/INT/2
ACC29/INT/3
ACC29/INT/4
ACC29/INT/5

試験機とACC29エアーコンディショニングユニットの接続に必要になる
インターフェイスを装備（別売）
450 Ltr試験機用
1000 Ltr試験機用
1300 Ltr試験機用
2000 Ltr試験機用
2600 Ltr試験機用

このオプションを装備した試験機はキャノピー
ウィンドウを取り付けられません。

周囲温度以下で湿度/温度制御の範囲
を拡張

ACC29/以下を参照
 A
ACC29/1
ACC29/2
ACC29/3
ACC29/4
ACC29/5
ACC29/6

自立型のエアーコンディショニングユニットであり、湿度および温度制御
の範囲を拡張します（6ページのグラフを参照）
450 Ltr試験機用 -20°C/-4°F
450 Ltr試験機用 -40°C/-40°F
1000～1300 Ltr試験機用 -20°C/-4°F
1000～1300 Ltr試験機用 -40°C/-40°F
2000～2600 Ltr試験機用 -20°C/-4°F
2000～2600 Ltr試験機用 -40°C/-40°F

6ページのグラフを参照

このオプションは、設置の際に示される熱を放
散します。
すべてのバージョンはあらかじめオプション
ACC29/INTを装備している必要があります。

SAEJ2334および一部のGM向け試
験用

ACC30 
 F

ハイレベルのノズルであり、プログラム可能な制御下で塩水を直接テス
トサンプルに噴霧します。塩水はセパレート型の貯水タンクに周囲温度 

（室温）で貯蔵されます。

一部のVolvoおよびGM向け試験用 ACC31 
 F

振動噴霧ノズルであり、試験機の高所に設定され、前後に動き、扇形の塩
水噴霧のパターンを作り出します。これにより、その下に配置された試験
サンプルにはまんべんなく塩水が行き届き、均一な湿潤が可能になりま
す。塩水はセパレート型の貯水タンクに周囲温度（室温）で貯蔵されます。

1300および2600 Ltr CCT試験機でのみ使
用できます。

水霧湿度を必要とする試験用 ACC32 
 F

水を噴霧して高湿度状態（相対湿度95-100%）を作ります。噴霧用の追
加の貯水タンク、アトマイザー、関連装置が含まれます。

ACC34用インターフェイス ACC34/INT 
 F

試験機にACC34浸漬装置（別売）を接続する際に必要になるインターフェ
イスがすべて揃っています。

オプションACC46またはACC10/110と組
み合わせて使用できません。

浸漬を必要とする試験用 ACC34 
 A

試験サンプルを自動的に浸漬し、温められた塩水（通常は+50°C/+122°F 
までの範囲でユーザーが調整した温度）を使用して試験機内に低レベル
で貯蔵されます。

試験機はあらかじめオプションACC34/INT
を装備している必要があります。

ウォールウォッシュを必要とする試験用 ACC42 
 F

試験機内の壁面を自動的に水で洗浄する噴霧器具です。洗浄タイミング
と噴霧時間はいずれもプログラムできます。

ASTM G85 annex A4向け試験用 ACC46 
 F

ASTM G85 annex 4の要件を満たすようにデザインされています。こ
のオプションアクセサリには、試験機に取り付けできる流入チューブがあ
ります。そのチューブを通じて、ユーザーが設定した期間、ユーザーが調
節した量のSO2ガスが流入されます。

SO2ガスシリンダーとコネクタはお客様のご
負担となります。
ACC01、ACC10、ACC20、ACC34/INT、 
ACC92と組み合わせて使用できません。

異なる塩水噴霧ソリューションを必要
とする試験用

ACC86 
 F

異なる塩水噴霧環境を作成できます。作成した噴霧環境を個別にプログ
ラミングして試験プログラム中に発生させることが可能です。

追加の塩水タンク、アトマイザーなどが含ま
れています。

12

  スタンダード塩水噴霧試験機
  プレミアム塩水噴霧試験機
  複合サイクル腐食試験（CCT）機
  Atmosfär 試験機

F  工場設置のみ
A  個別に設置可能 
 
 各種サイズ/構成が用意されていま
す。詳細は要求時に別途提供。 
 
 試験機とアクセサリがセパレートの
場合、そのスペースの確保と、試験機
およびその他の外部サービスとの接
続が必要になります。詳細は要求時
に別途提供。

ACC29

ACC112

ACC31

ACC46

ACC90

ACC42



試験機のオプションアクセサリ
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ハンディ型pHメーター ACC11

 A
塩水のpHを0～14pHの範囲で、0.01pH単位で測定可能なデジタルpH
メーターです。

ハンディ型温度・湿度プローブ ACC28
 A

試験機の温度・湿度を単独でチェックできるハンディ型温湿度計です。測
定範囲：-40～+85°C、0～100% RH。

任意のサイズのエントリポート（ACC10を参
照）が必要です。

温度・湿度シグナルの再転送 ACC36
 F

温度と湿度を外部据付ソケットを介して2つの
0-10VDCシグナルとして再転送します。遠隔データロギング用。

ペーパーレスチャートレコーダー ACC40/以下を参照
 F

ACC40/1
ACC40/2

圧縮試験機の状態を記録するための、温度/湿度センサーと結合された
ペーパーレスチャートレコーダーです。データは一体型のUSBドライブに
格納するか、または適切なソフトウェアを実行するコンピュータにダウン
ロードできます（オプションACC41を参照）。
２ペンタイプ用 12ペンタイプ用

レコーダーは120 Ltr機では自立型で、他の
モデルでは試験機に付属します。

ペーパーレスチャートレコーダー
（ACC40）用ソフトウェア

ACC41
 A

ペーパーレスチャートレコーダー用ソフトウェア（別オプションACC40）。
試験機の温度/湿度プロファイルを監視し、グラフィックによる格納を可
能にします。

適切なコンピュータが必要です。

温度データロガー ACC50
 F

バッテリー駆動、試験機取付式の温度データロガーです。試験機の空気
温度を連続的に記録します。ログは適切なソフトウェア（付属）を実行して
いるコンピュータにダウンロード可能です。

温度・湿度データロガー ACC52
 A

温湿度一体型のセンサーを使用して試験機内の温度および湿度を監視
するハンディ型のデータロガーです。

任意のサイズのエントリポート（ACC10を参
照）が必要です。

塩水タンク低レベルアラーム ACC70
 F

流量1～2ml/時で約18時間の試験実施に必要な塩水レベルを下回った
場合に作動します。アラームが鳴り、警告メッセージを表示します。

ハンディ型塩分濃度屈折計 ACC100
 A

ビューウィンドウに付着させた塩水の水滴の塩分濃度をスケールで読み
取ります。塩化ナトリウム濃度を％単位で読み取り可能です。0～28%の
範囲で正確に読み取ります。

塩水流量センサー ACC102
 F

塩水タンクからアトマイザーへの塩水の流量を測定する液体流量センサー
です。適時流量はml/分、総流量はmlで表示されます。

塩水流量測定キット ACC108
 A

塩水噴霧試験中に試験機内の塩水噴霧量を手動で計量するための
100mlシリンダー4本と100mm径のじょうご4個のセットです。

ACC40/1

ACC28

ACC100

ACC108

ACC02/1 ACC02/3

ΞΫηαϦ ੡඼ίʔυ આ໌ ஫ه
追加の塩水タンク ACC02/以下を参照

 A
ACC02/1
ACC02/2
ACC02/3

透明容器であり、正面に内容量がわかる目盛り付き、注入や清掃に便利
なヒンジ付きの蓋、キャスターが付属します。
80 Ltr/21 US gal容量モデル
115 Ltr/30 US gal容量モデル
160 Ltr/42 US gal容量モデル

エアーコンプレッサー ACC04
 A

オイルフリーの圧縮空気を連続供給し、試験機を構内の圧縮空気供給源
に接続せずに動作させることができます。

純水器 ACC06/以下を参照
 A
ACC06/1
ACC06/2
ACC06/3

試験機の空気飽和器、湿度システムに給水したり、塩水を作るために、高
純度の水を供給します。
小型モデル用
中型モデル用
大型モデル用

消耗した場合は、再生または交換が必要で
す。

廃水容器 ACC20
 F

構内の床面の高さでの排水ができない場合に、ACC20は試験機の排水
口に接続する貯水タンクを提供します。満水になると、廃水を離れた場所
に自動的に送り出します。試験機から水平距離10m/32ft、垂直距離
3m/10ftまで使用できます。

オプションACC46と組み合わせて使用でき
ません。

試験機架台 ACC24
 A

卓上型の120ℓサイズ試験機を床置き型に変換します。ロック式のキャス
ターが付属します。下にACC02/1のタンク（別売）1個を収納できるスペー
スがあります。

120 Ltrサイズの試験機でのみ使用できま
す。

排気スクラバー ACC92/以下を参照
 A
ACC92/1

ACC92/2
ACC92/3

ACC92/4

屋外排出が不可能な場所にある試験機排気から非常に腐食性の高い塩
霧の大部分を取り除きます。
非再循環- 塩霧の結露に使用される水はすべて廃水（塩水噴霧試験機
用）。
非再循環- 塩霧の結露に使用される水はすべて廃水（CCT試験機用）。
再循環- 塩霧の結露に使用される水の一部を再利用し、廃水を最小化（塩
水噴霧試験機用）。
再循環- 塩霧の結露に使用される水の一部を再利用し、廃水を最小化

（CCT試験機用）。

オプションACC46と組み合わせて使用でき
ません。

空気撹拌式塩水タンク ACC96
 A

圧縮空気の泡を使用して、塩水タンク内で塩を溶かし、完全に混合された
溶液を作ります。

120 Ltrモデルでは使用できません。
ACC02取付でのみ供給可能です。

ACC06 ACC04

ACC20ACC92

ACC96 ACC24
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消耗品スペアキット1年分 ACC12/1

 A
1年分の消耗品キットです。

試験機用保守/スペアキット3年分 ACC12/2
 A

使用開始から（または、最後の保守から）3年分の試験機保守用初回キットです。

試験機用保守/スペアキット6年分 ACC12/3
 A

使用開始から（または、最後の保守から）6年分の試験機保守用初回キットです。

Φϓγϣϯのอक/εϖΞΩοτ

ACC10/1

ACC16

ACC18

ACC19

ACC26

ACC66

ACC15

ΞΫηαϦ ੡඼ίʔυ આ໌ ஫ه
エントリポート ACC10/以下を参照

 F
ACC10/1
ACC10/2

試験機の左側の壁を貫通するシール加工したエントリポートであり、外部機器との
接続を可能にします。
35mm/1.37"径
110mm/4.33"径（注記を参照）

ACC46では使用できません。
ACC10/2は、120 Ltr、Atmosfär試験
機、ACC34/INTでは使用できません。
ACC34/INTを装備している必要があ
ります。

可変角スロット付きサンプルラック ACC14 
 A

可変の厚みの試験パネルについて最大6mm/0.25”の厚みまで対応可能です。角度
は垂直角から垂直から20°まで調整可能です（パネルの厚みによって異なります）。

可変角スロット付きサンプルラックは、 
120 Ltr試験機では使用できません。

メッシュタイプラック ACC15 
 A

小型部品の試験に用いる取り外し可能なメッシュタイプのラックです。試験機内の
棚段に設置します。

より低レベルのラックは、120 Ltr試験
機では使用できません。

固定角スロット付きサンプルラック ACC16 
 A

各スロットは幅3mm/1/8”、傾斜角度は15度です。通常、標準のパネル/クーポン
で使用されます。

より低レベルのラックは、120 Ltr試験
機では使用できません。

General Motors試験プレートキット ACC16/6 
 A

General Motors試験プレート取付用の、10個の特別にデザインされたポリカーボ
ネート試験プレートホルダーおよびナイロンフィックスです。GMW14872の要件
に準拠します。既存のアスコットスロット付きサンプルラック（ACC16を参照）内。

スロット付きサンプルラックは含まれ
ていません。

ロッドタイプサンプルラック ACC17 
 A

小さい試験サンプルは吊り下げて、大きい試験サンプルはラック上に搭載して使
用します。

より低レベルのラックは、120 Ltr試験
機では使用できません。

スパイクタイプサンプルラック ACC18 
 A

径10mm/0.4"x長さ55mm/2"のスパイクから試験サンプルを吊り下げます。ス
パイクは等間隔でラックの両側に設置されています。

より低レベルのラックは、120 Ltr試験
機では使用できません。

重量架台 ACC19 
 A

大型で重量のあるサンプル用の、取り外し可能な重量架台です。試験槽底部の上
に設置する水平架台です。

注：エアーコレクションダクトが取り外
されている場合にはAtmosfär試験機
への取付ができます。

槽内照明 ACC26 
 F

コントロールパネルのボタンを押すと、試験機内部を照らします。 ACC29/INTと組み合わせて使用で
きません。

空気飽和器用手動給水口 ACC66
 F

標準で装備されている自動給水機能に代わり、空気飽和器に手動で水を補充する
ことができます。

注：試験槽の幅外寸が75mm/3”長く
なります。

透明窓用断熱カバー ACC82 
 A

透明窓の形状とサイズに合った、取り外し可能な断熱カバーです。試験中に窓の内
側に溜まる結露を減少させ、温度効率を高めます。

コンプレッサー用結合器 ACC94
 F

制御パネル組み込み型、クイックリリース式の圧力計用３方コネクタ。圧力計（付属
しません）を接続し、試験機の圧力計のチェック/較正を行うことができます。

アトマイザー空気流量オプティマイ
ザー

ACC106
 A

試験機のアトマイザーのチェックと最適化が可能な、アダプター付き空気流量計
です。

垂直開口キャノピー ACC110 
 F

垂直位置まで開口する特別設計のキャノピーです。大型や重量物の試験サンプル
を設置する場合に上部からのアクセス（ホイストなどを使用）が可能になります。

௥Ճのػݧࢼऔ෇༻ΦϓγϣϯΞΫηαϦ

ACC12/3

ACC12/2

ΦʔτϝʔγϣϯΛఏ͢ڙΔΦϓγϣϯΞΫηαϦ
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SIMカード接続 ACC114

 F
試験機に組み込むSIMカードリーダーです。設定されたアラーム条件が試験機で
発生したときに、ユーザーが指定した携帯電話にSMSメッセージを送信するよう
に構成できます。

SIMカードは含まれません。別途購入
してご利用ください。

電子キャッチポット® ACC116
 A

塩水噴霧試験中に塩水噴霧量を測定、収集するための電子キャッチポットです。 
パッシブ流量（ml/時）として表示するか、または塩水噴霧デリバリシステムを自動
的に制御するように構成できます。試験機サイズ別の最大搭載個数は次のとおり
です。120～1300ℓ試験機：2個、2000/2600ℓ試験機：4個

個別注文

ロギングソフトウェア ACC120
 A

適切な「クラスC」ネットワークに接続するコンピュータにロードされると、温度、湿
度、試験機プログラムの編集などの試験機の変数のログを記録できます。

適切なコンピュータ（付属しない）への
インストールが必要です。

ACC120

ACC116

ACC16/6
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ɹ༷࢓

Φʔμʔ৘ใ

w ॏେなݧࢼ༻のߴ࠷७度のԘ

w ֨ݫなA4T. #11�ΛؚΉ͢΂ͯの 
Ԙਫ෾ໄݧࢼ༻

w 2�LHϘτϧまͨ͸όοΫでೖखՄೳ

w 2�LHϘτϧʹ͸औѻ͍࣌ʹ७度Λ 
ҡ࣋͢ΔͨΊのεϓʔϯ͕෇ଐ

Ұൠతなղੳ  
不純物合計  < 0.1 % 

臭化物  < 0.01 % 

フッ化物   < 0.01 % 

ヨウ化物   < 0.01 %  

銅   < 0.3 ppm 

塩は一般的に存在する化合物であるという事実にもかかわら

ず、純粋塩化ナトリウム（NaCl）を入手するのは非常に困難で

す。その吸湿性の特性のため、塩は凝固しやすい傾向にあり、

ほとんどの粒状化塩にはアンチケーキング剤が付与されてい

ます。しかし、このような添加剤の添加はほとんどの塩水試験

標準では禁止されています。

たとえば、世界で最も一般的な塩水噴霧試験標準である

ASTM B117は、アンチケーキング剤の添加を禁止しており、

また他の不純物についても次のような制限を設けています 

（全体の不純物<0.3%、ハロゲン化物（塩化物を除く）<0.1%、

銅<0.3ppm）。このため、塩は非常に純度が高くなければなり

ません。特定のセットの銅に対する制限は極端に低レベルにあ

ります。腐食試験に対する他の国および国際的な試験標準も

同様に要件の厳しい仕様を設定しています。

最 高 標 準 へ の 適 合を保 証 するために、アスコット社で

は、UKAS※認定研究所によって独自に解析されたCorro-Salt

を用意しています。

※ UKAS = 英国認証機関認定審議会（United Kingdom Accreditation Service）。
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